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会議の結果 

件   名 平成２２年度第２回社会教育委員会議定例会 

日   時 平成２２年７月２３日（金曜日）午前９時３０分～午前１１時５０分 

場   所 田辺市民総合センター ２階交流ホール 

出 席 者 

○社会教育委員 

 久保議長、高垣副議長、平野委員、千品委員、田ノ岡委員、鈴木委員、川根委員、山本委員、

近藤委員、西川委員、嶝口委員、岡本委員                  計１２名 

（欠席）久保智委員 

○職員 

中村教育長、浜田次長 

（生涯学習課）大門課長、小川生涯学習推進係長、三栖公民館係長、松下中央公民館主事、

岡本主査、中山地域教育指導員、中山生涯学習指導員 

（図書館）松原館長、（美術館）辰巳主任、（龍神教育事務所）福島主任     計１２名 

 

１．教育長挨拶 

  中村教育長から挨拶を行った。 

  なかなか梅雨が明けきらない中、九州や山口県等で大変な災害がござい

ましたが、梅雨が明けると、大変な猛暑でございます。そういう中、高校

野球の和歌山県予選が行われていますが、残念ながら田辺市内の高校は敗

戦をしてしまいました。中学校では田辺・西牟婁学校体育連盟の郡大会が

行われ、県大会出場を目指して熱戦が展開されております。田辺市営球場

では野球が行われ、東陽中学校が上富田中学校を破り１１年ぶりに優勝をしました。他にも明洋中学校ではサ

ッカー、大屋の体育館ではバスケット、武道館では柔道、大塔中学校の体育館ではバレー、白浜の体育館では

卓球といったように各地で大会がおこなわれています。女子柔道では、東陽中学校が富田中学校に勝って団体

優勝を果たしたと報告を受けています。また、「少年メッセージ２０１０」の作文では、先日、西牟婁郡内の審

査があり、東陽中学校１年生と明洋中学校３年生が最優秀作品となり、県大会へ出場することになっています。

一方、小学校では水泳大会に向けて特別練習を行っております。また、各小・中学校では、補習授業や３者面

談なども行われており、夏休みに入っても昔と違って完全に休みということにはなりません。それぞれの学校

で工夫をしながら活動をしておるところです。 

社会教育委員の皆様におかれましては、本年度はそれぞれのグループに分かれて研究協議を行っていただい

ております。学校現場へ足を踏み入れ、学校の様子を見学していただいたり、地域と学校の関係を現地で研修

していただいたりと、積極的に動いていただいております。それぞれの地域で、学校と保護者、地域が共に手

を組んで子育てをしていくことで、地域の宝として子供を育てていこう、地域を活性化して地域に勢いを出そ

う、という考えで活動をしていただいており、誠にありがたく、心強く思っております。 

私事ではありますが、６月議会で再度教育委員としてご承認いただき、その後の教育委員会で教育長として

２期目に入らせていただくことになりました。これも社会教育委員の皆様のご支援とご協力の賜物と感謝をし

ております。今後とも忌憚のないご意見を頂戴させていただき、頑張ってまいりたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願いします。本日は、ご苦労様です。 

 

２．議長挨拶 

久保議長から挨拶を行った。 

  本当に猛暑の中、午前中の会議で良かったと思っています。今日は鈴木

委員さんの隣に小さなゲストもお迎えしまして、第２回定例会ということ

で会議を進めさせていただきます。鈴木委員さんから「子供を連れて出席

させていただいて良いですか。」というお話をいただくまで、今まで自分な

りに色々なことに配慮をしてきたつもりでしたが、子供さんのことまで配



 2

慮ができていなかったなと思っております。また、その場に近藤委員さんがおられて、過去にも子供さんのこ

とで周りの目や声により、胸を痛められた方がおられたという話も聞き、今後も委員さんが気兼ねなく参加で

き、いろんな立場やその時の状況に対応できる社会教育委員会議でありたいとつくづく思いました。気づかせ

ていただいたお二人には感謝をしております。 

これから、グループに分かれて研究協議を行っていくわけですが、最初は迷走に入るかと思っていました。

しかし、何らかの動きをしていく中、各グループともやるべきこと、課題にしていくことが徐々に見えてきた

という安心感ができてまいりました。また、グループ分けはしていますが、グループを超えて一緒に考え、グ

ループ内で研究協議いただいたことを、またみんなで考えていくという会議のあり方を再認識させていただき

まして、平成２２年度の最後にどういう結論になるかは分かりませんが、忌憚のない意見を言い合えるような

形で進めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

 

３．説明事項 

  これより久保議長が進行を行う｡時間設定等の説明を行った後、説明事項に入る。 

【説明】 

・ （１）平成２２年６月議会について、浜田教育次長から説明を行った。 

・ （２）学校支援地域本部事業成果発表のご案内について、小川生涯学習推進係長から説明を行った。 

・ （３）学社融合研修会について、三栖公民館係長から説明を行った。 

・ （４）第３期田辺市地域コーディネーター養成講座について、（5）夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会実施

要項について、小川生涯学習推進係長から説明を行った。 

・ （６）田辺市複合文化施設（新図書館）について、松原図書館長から説明を行った。 

 

 

４．報告事項 

・ 海を想う～海に魅せられた画家たち～、特別展「森の記憶－熊澤明子テキスタイルの世界」について、

美術館の辰巳主任から説明を行った。 

・ 平成２２年度第２１回自然生活へのチャレンジ推進事業について、龍神教育事務所の福島主任から説

明を行った。 

 

 

【質疑応答】 

［川根委員］ 

    地域コーディネーター養成講座ですが、募集期間はいつまでですか。

新庄公民館からの報告はございますか。 

 ［小川生涯学習推進係長］ 

    公民館の推薦は、既に締め切りをしています。新庄公民館からは２

名ご報告をいただいています。今は一般公募の受け付け中でして１０

名を目標にしています。締め切りは７月中ですので、皆様方のお知り

合い等ございましたらご案内いただきたいと思っております。 

 ［近藤委員］ 

    美術館が展示だけでなく、いろいろな企画をして美術館に足を運んでいただけたらと思っていましたの

で、素敵な企画だと思います。私も申し込みをして、友達を誘って楽しみたいと思っています。 

    それから、事前に資料をいただいていますが、資料には番号を振っていただければ見やすいので、お願

いします。 

 ［久保議長］ 

    美術館のような企画でどんどん盛り上がっていけば良いと思います。そのためにも委員の皆様もご参加

をお願いします。他にご質問はございませんか。 
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 ［高垣副議長］ 

    ６月議会の一般質問にある性教育のことですが、私はとても大事な

ことだと思っています。今の学校でどういう内容で行っているのかは

分かりませんが、ＤＶのことも絡んでくると思います。自分を大事に

するという教育をしっかりしておかないと、私の周りでもごくごく簡

単にくっついて、簡単に別れている人もいます。性教育がきちんとさ

れていないので、自尊心がないというか、安易に考えているように思

われ、子供が犠牲になっていると感じますし、子供の一生が違ったも

のになってしまいます。現実に小学校に通っている子供を何人か見ていると、誰が責任を取るのかという

のをもの凄く感じます。自分を大事にするというか、現実に即した性教育をしないと、今の中学生や高校

生、二十歳を過ぎた大人たちもきちんとした教育がされてないように思います。社会的にも損失ですし、

後々税金の投入もしなくてはならなくなっていますし、早いうちに手を打たないといけないと思いますの

で、是非研究していただきたいと思います。 

  ［大門生涯学習課長］ 

    答えるのは難しいのですが、提言として受けまして、学校教育や社会教育分野でも、機会があれば研究

していきたいと思います。 

  ［久保議長］ 

    学校によって、性教育のとらえかたも違うと思いますが、子供たちのためですので、考えていただきた

いと思います。 

  ［平野委員］ 

    性教育の内容は、発達段階によって小中学校で違います。うちの学校では参観日に性教育を入れたり、

健康教育を入れたりもしています。今、言われたように命を大事にするということが基本ですので、将来、

中学校を卒業して高校生や成人になっていく段階の中で、どれだけのことが知識として、人間性を高める、

人格を高める一つとなっていくか。それは、性教育だけでなく、道徳教育なども絡みながら取り組んでい

ます。即効薬的なことではなく、中学、高校など発達段階で何が抜けているか、どういうことを大事にし

ていくか、という論議をする必要はあるかと思いますが、今のところは発達段階に応じて取組を進めてい

ます。 

 ［久保議長］ 

    それでは、時間もきましたので、他にございましたら事務局までご連絡をいただきたいと思います。 

 ［中村教育長］ 

    性教育のお話は議会でも質問がございました。今年は小学校の教科書の採択がありました。その中で、

中学校の場合は性教育を行ってきていますが、小学校の場合は、体育という教科の中で体育の指導をする

ジャンルと保健指導のジャンルが入ってきております。教科書会社で多少の違いはありますが、新しい指

導要領でも保健教育の憂慮性が言われておりますので、保健教育を詳しく取り上げられておりました。性

教育については、私たちが教壇に立っていたころは、積極展開をすべきという意見と、公の場で論議する

ものではないという２つの意見があり、学校によっては随分と差がございました。現在では、性教育は自

分の体を守ることと、命の大切さを学ぶということからも、きちんとした教育を行っております。 

今、私たちが一番苦しんでいるのは、子供に良い環境を与えてくださらないご家庭があるわけです。具

体的にはここでは言えませんが、そういう大人にならないような教育を、小中学校できちんと教えていく

ことが必要になると思っています。 

 ［久保議長］ 

    ありがとうございます。それでは、中村教育長はここで退席となります。 

    これから、約80分間グループ協議に入ります。各テーブルに分かれていただいて、お願いします。休憩

はグループで適度にとっていただければと思います。 

 

[教育長、グループ協議参加職員以外の各課出席職員が退席] 

 




